
　全国の小中学校を訪問したとき、先生方に元気

がないといつも感じます。学校がここ最近忙しく

なったことも、一つの要因かもしれません。放課

後、子どもたちと遊ぶ時間がない。会議も減って

いない。増えたのは事務量と先生方は言う。子ど

もたちも、以前に比べ変わってきています。発達

障害のある子、虐待を受けている子、不登校の子

等、様々なタイプの子どもがクラスにいるのです。

保護者への対応も難しくなってきている状況で

す。

　授業に目をやると、様々な子への対応がうまく

いかず、授業が成立しない場面を多く見ます。あ

る大規模校の１年生のクラスでのエピソードで

す。担任の先生が優しく注意すると、子どもが「う

ざい、おばん、向こうに行け」と言い返したので

す。それを聞いた担任の先生の顔は、見る見るう

ちに鬼瓦に変わり、厳しく怒るのです。子どもの

ことばにすぐさま反応するのではなく、子どもの

ことばを受け止め、余裕を持って子どもにことば

を返すことができないのです。子どものすること、

話すことには必ず理由があり、その背景を探るこ

とから子どもとの絆を深めることが必要です。先

生方の余裕のなさと、先生方同士の協力関係の希

薄さが起因しているように思われます。

　今、学校に求められていることは、子ども一人

ひとりにとって学校が「居心地のいい場所」であ

ることです。そのためには、校長先生をはじめ先

生方が笑顔で子ども達とかかわること、先生方同

士が仲がいいことです。互いに分かり合い認め合

う人と人の関係を、子どもたちに見せることから、

特別支援教育を進めていくことが重要ではないで

しょうか。

　先生方一人ひとりに求められていることは、「授

業で勝負」すること、つまり授業を通して様々な

タイプの子どもたちに寄り添い、きめ細やかな対

応をすることだと思います。日々、笑顔で、子ど

もと対峙する先生であってほしいものです。
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